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	背景
	アクチンフィラメントのダイナミクスを制御するタンパク質キナーゼ。アクチン結合／脱重合因子であるコフィリンをリン酸化して不活性化し、アクチン細胞骨格を安定化させる。軸索の伸長を刺激し、脳の発達に関与している可能性がある。アイソフォーム3はアクチン細胞骨格の変化に対して優性阻害作用を示す。アクチンフィラメントのダイナミクス制御に重要な役割を果たすセリン／スレオニンタンパク質キナーゼ。複数のRhoファミリーGTPaseシグナル伝達経路の下流に作用する（PubMed:10436159、PubMed:11832213、PubMed:12807904、PubMed:15660133、PubMed:16230460、PubMed:18028908、PubMed:22328514、PubMed:23633677）。ROCK1、PAK1、PAK4などの上流キナーゼによって活性化され、LIMK1の活性化ループ内に存在するトレオニン残基をリン酸化される（PubMed:10436159）。 LIMK1はその後、アクチン結合／脱重合因子であるコフィリン-1/CFL1、コフィリン-2/CFL2、およびデストリン/DSTNをリン酸化して不活性化し、フィラメント状アクチン（F-アクチン）の切断を阻害してアクチン細胞骨格を安定化させます（PubMed:11832213, PubMed:15660133, PubMed:16230460, PubMed:23633677）。このようにして、LIMK1は細胞運動、細胞周期の進行、分化など、アクチン依存性の様々な生物学的プロセスを制御します（PubMed:11832213, PubMed:15660133, PubMed:16230460, PubMed:23633677）。 TPPPのセリン残基をリン酸化し、微小管の分解を促進する（PubMed:18028908）。軸索の伸展を刺激し、脳の発達に関与している可能性がある（PubMed:18028908）。
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	U-87MG 細胞溶解物中の LIM キナーゼ 1 発現のウェスタン ブロット分析。

